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研究背景 研究目的

• 二相系格子ボルツマン法（LBM）で熱流動を解析できるツー
ルを開発する（理想としては相の移動・変形と熱輸送を同時
に解析したい）

• 上記にAMRを実装し解析の高精度高速化を図る
• テイラー・クエット熱流動場に及ぼす内外円筒の構造の影響
をLBMで解明する．

• LBMの大規模解析に適したTSUBAMEを利用しMPI-GPU解析を
おこなう．

二相流熱流動解析
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AMR

テイラー・クエット

溝無しT-C流れについては精度検証済み
溝の影響の検証と温度場の解析をめざす

GPU実装はほぼ完了
MPI実装と三次元化をめざす

非物理的な温度場を解消
するための改良が必要

まとめ

• 温室効果ガス削減を目的とした電動化の推進（例：電気自動車）
• 熱密度の増大=>コイル部分の発熱
• 現状の冷却法（二相流伝熱問題）

• ロータ・ステータ間
=>テイラー・クエット流れ

• 実機には電磁場の最適化のためロータ，ステータに溝
=>流れ場がトルクに及ぼす影響

• 二相流の流動と熱輸送を同時に解析するには工夫が必要．メンバー間の情報交換と実装作業を効率的に運用したい．
• AMRは二次元単一GPUでほぼ実装できたが解析安定性と速度の向上が課題．大規模化にはMPI実装も必須．
• テイラー・クエット乱流は解析の課題設定と熱解析の実装が課題．


